
竜ヶ崎一高 SSクラス 「白幡理数探究」自己評価ルーブリック
６月のテーマ発表後と，１月の中間発表後に自己評価を行います。「具体的な評価規準（のりじゅん）」は
「たくましい科学系人材」として望まれる行動や態度で，課題研究を通して身につけて欲しい力です。

教諭記入

1 ２　（ややたくましい） ３　（たくましい） ４　（たいへんたくましい） 自己評価 自己評価の理由 評価

探
究
者

テ
ー
マ
設
定

（
６
月

）

　チーム全員が積極的かつ
主体的に行動し，個々の役
割を十分に果たし，協力しな
がら，必要な知識や情報（先
行研究など）を十分に得たう
えで，何を研究したいかを
「問う力」を働かせて具体的
に示したテーマを設定をする
ことができる。

・テーマを設定を行った。

・テーマ設定を行った。
・何を研究したいかを「問う
力」を働かせて具体的に示
すことができた。

・テーマ設定を行った。
・何を研究したいかを「問う
力」を働かせて具体的に示
すことができた。
・積極的かつ主体的に行動
し，チーム全員が個々の役
割を十分に果たし，協力出
来た。

・テーマ設定を行った。
・何を研究したいかを「問う力」
を働かせて具体的に示すことが
できた。
・積極的かつ主体的に行動し，
チーム全員が個々の役割を十
分に果たし，協力出来た。
・必要な知識や情報（先行研究
など）を十分に得ることができ
た。

数値 数値

仮
説
計
画

　チーム全員が積極的かつ
主体的に行動し，個々の役
割を十分に果たし，協力しな
がら，既習事項や自分たち
で調べた知識･技能を効果
的に活用して，課題解決の
仮説を立て，さらに「問う力」
を働かせてその仮説を検証
するための具体的方法や計
画を明確にすることができ
る。

・課題解決の仮説を立て
た。

・課題解決の仮説を立てた。
・「問う力」を働かせて仮説
を検証するための具体的方
法や計画を明確にした。

・課題解決の仮説を立てた。
・「問う力」を働かせて仮説を
検証するための具体的方法
や計画を明確にした。
・積極的かつ主体的に行動
し，チーム全員が個々の役
割を十分に果たし，協力出
来た。

・課題解決の仮説を立てた。
・「問う力」を働かせて仮説を検
証するための具体的方法や計
画を明確にした。
・積極的かつ主体的に行動し，
チーム全員が個々の役割を十
分に果たし，協力出来た。
・既習事項や自分たちで調べ
た知識･技能を効果的に活用
できた。

数値 数値

実
験
検
証

　チーム全員が積極的かつ
主体的に行動し，個々の役
割を十分に果たし，協力しな
がら，「問う力」を働かせて実
験の計画や実験に必要なも
ののリストアップを行い，必
要に応じて実験方法を改善
したり，実験の条件を適切に
設定したりしながら十分な実
験を行い，必要なデータを得
ることができる。

・「問う力」を働かせて実
験の計画や実験に必要な
もののリストアップを行う
ことができた。

・「問う力」を働かせて実験の
計画や実験に必要なものの
リストアップを行うことができ
た。
・積極的かつ主体的に行動
し，チーム全員が個々の役
割を十分に果たし，協力出
来た。

・「問う力」を働かせて実験の
計画や実験に必要なものの
リストアップを行うことができ
た。
・積極的かつ主体的に行動
し，チーム全員が個々の役
割を十分に果たし，協力出
来た。
・必要に応じて実験方法を
改善したり，実験の条件を
適切に設定できた。

・「問う力」を働かせて実験の計
画や実験に必要なもののリスト
アップを行うことができた。
・積極的かつ主体的に行動し，
チーム全員が個々の役割を十
分に果たし，協力出来た。
必要に応じて実験方法を改善し
たり，実験の条件を適切に設定
できた。
・十分な実験を行い，必要な
データを得ることができた。

数値 数値

考
察

　チーム全員で積極的に考
察し，得られた結果について
統計的な処理を適切に行い
つつ，「なぜこのような結果
が得られたのか」の理由を
説明し，さらに仮説の妥当性
の是非について，結果にもと
づき論理的に説明できてい
る。その結論をもとに次に行
うべきことを具体的に示すこ
とができている・。

・データを表やグラフにま
とめることができた。

・データを表やグラフにまと
めることができた。
・データから現象や反応の
特性などについて分析し，
その結果を述べることがで
きた。

・データを表やグラフにまと
めることができた。
・データから現象や反応の特
性などについて分析し，その
結果を述べることができた。
・データに対して統計的な処
理を行ったうえで仮説の妥
当性について述べることが
できた。

・データを表やグラフにまとめる
ことができた。
・データから現象や反応の特性
などについて分析し，その結果
を述べることができた。
・データに対して統計的な処理
を行ったうえで仮説の妥当性に
ついて述べることができた。
・次に行うべき実験や検証につ
いて具体的に述べることができ
た。

数値 数値

発
表
者

発
表
準
備

　チーム全員が積極的かつ
主体的に行動し，個々の役
割を十分に果たし，協力しな
がら，計画的におこなうこと
ができ，特定のメンバーに限
らず各自が適宜リーダーシッ
プを発揮することができる。

・発表の準備を計画的に
行うことができた。

・発表の準備を計画的に行う
ことができた。
・発表の準備を主体的に行
うことができた。

・発表の準備を計画的に行う
ことができた。
・発表の準備を主体的に行う
ことができた。
・発表の準備をグループの
メンバーと協力して行うこと
ができた。

・発表の準備を計画的に行うこ
とができた。
・発表の準備を主体的に行うこ
とができた。
・発表の準備をグループのメン
バーと協力して行うことができ
た。
・発表の準備においてリーダー
シップを発揮することができ
た。

数値 数値

ポ
ス
タ
ー

や
パ
ワ
ポ
の
完
成

度

　発表用のポスターやパワ
ポにおいて，文字や図の配
列や順番がわかりやすく配
慮されているだけでなく，「問
う力」を働かせて論理的な矛
盾がなく，全体に整合性が
あり，わかったこととまだわ
からないところが混在せず，
次の課題が適切かつ明確に
示されている。

・期日までにポスターやパ
ワーポイントをつくること
ができた。

・期日までにポスターやパ
ワーポイントをつくることがで
きた。
・配置や色をわかりやすく工
夫することができた。

・期日までにポスターやパ
ワーポイントをつくることがで
きた。
・配置や色をわかりやすく工
夫することができた。
・「問う力」を働かせて必要
なグラフや図などを過不足
なく用いることができた。

・期日までにポスターやパワー
ポイントをつくることができた。
・配置や色をわかりやすく工夫
することができた。
・「問う力」を働かせて必要なグ
ラフや図などを過不足なく用い
ることができた。
・役割分担をして全員で協力し
ながらつくることができた。

数値 数値

発
表
態
度

　原稿を見ずに，聞き手と
時々アイコンタクトし，身振り
を加えながら十分な声量で
分かりやすく発表することが
できる。

・十分な声量で発表するこ
とができた。

・十分な声量で発表すること
ができた。
・時々聞き手とアイコンタクト
しながら発表することができ
た。

・十分な声量で発表すること
ができた。
・時々聞き手とアイコンタクト
しながら発表することができ
た。
・原稿を見ずに発表すること
ができた。

・十分な声量で発表することが
できた。
・時々聞き手とアイコンタクトし
ながら発表することができた。
・原稿を見ずに発表することが
できた。
・身振りを加えながら発表する
ことができた。

数値 数値

応
答

　自分たちがまだわかってい
ないことや，実験等が不十
分な点を素直に認めつつ
も，わかっていることから論
理的に推察して答えを返す
ことができる。質問者に敬意
を払いながら応えることがで
き，さらには質問者とディス
カッションすることができる。

・質問に対して感謝の意を
述べることができた。

・質問に対して感謝の意を述
べることができた。
・わからないことや，不十分
な点を素直に認めつつも，
できるだけわかっていること
を答えようとした。

・質問に対して感謝の意を述
べることができた。
・わからないことや，不十分
な点を
素直に認めつつも，わかっ
ていることから論理的に推
察して答えを返すことができ
た。

・質問に対して感謝の意を述べ
ることができた。
・わからないことや，不十分な
点を
素直に認めつつも，わかってい
ることから論理的に推察して答
えを返すことができた。
・質問者とディスカッションする
ことができた。

数値 数値

質
問
者

質
問
力

　質問するための準備とし
て，メモを取りながら発表を
聴き，発表者に敬意を払い
ながら質問をすることがで
き，「問う力」を働かせて応答
の不明点についてさらに質
問したり発表者とディスカッ
ションしたりすることができ
る。

・質問するための準備とし
て，メモを取りながら発表
を聴くことができた。

・質問するための準備とし
て，メモを取りながら発表を
聴くことができた。
・「問う力」を働かせて質問
を思いつくことができた。

・質問するための準備とし
て，メモを取りながら発表を
聴くことができた。
・「問う力」を働かせて質問を
思いつくことができた。
・質問（挙手）することができ
た。

・質問するための準備として，メ
モを取りながら発表を聴くことが
できた。
・「問う力」を働かせて質問を思
いつくことができた。
・質問（挙手）することができ
た。
・質問をすることができ，応答
の不明点についてさらに質問し
たり発表者とディスカッションし
たりすることができた。

数値 数値

生徒記入評価基準（もとじゅん）
具体的な評価規準（のりじゅん）領域

「問う力」とは：「有って欲しいのに無いことに気づく能力」

No Name


